
筑豊炭田飯塚における霧の永年変化

れらの要因が近年激減したために，霧日数も最大時の

1／3以下にもなり，飯塚の自然の霧日数に近づいたと考

えられる．もちろん，この場合でも盆地霧の発生しやす

い条件はあまり変わっていないので，霧の多い地方であ

ることには変わりがない．
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